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「エコマークアワード 2016」募集のお知らせ

エコマーク ニュース
Eco Mark News

2016.9.16 No.99
エコマークは公益財団法人日本環境協会が自主的に運営

している事業です。エコマークの活動予算は、すべて認定

企業の皆様からのエ コマーク使用料ならびに商品認定申

込者の皆様からの商品認定審査料でまかなわれています。

「エ コマークニュース」 では、 「エ コマーク事業実施要領」

に基づき、エコマーク事業に関する情報を提供しています。

認定基準に関するお知らせ

認定基準策定にあたっての意見ならびに委員候補者の募集について

　 新規商品類型 と し て選定し た 「シ ュ レ ッ ダー」 およ

び 「機密文書処理サービ ス」 において、 ２０１６年９月１

日から ９ 月 ３０ 日の ３０ 日間、 認定基準策定に関する意

見、 な らびに認定基準案を策定する基準策定委員会の

委員候補者を募集します。応募方法等詳細は、（ｈｔｔｐｓ:

//ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ/ｐｕｂｌｉｃ/） にてご確認いた

だけます。 なお、 「バイオディーゼル燃料 (仮称)」 （新

規） および 「プロ ジェ ク タ」 （見直し） については、 募

集は終了し ま し た。

　 今後、 基準策定委員会を設置し て認定基準の策定、

見直し を検討し ます。

エコマーク事務局では、「エコマークアワード」を本年度も実施いたしま

す。この表彰制度は、エコマーク商品等の環境配慮型商品の普及に貢献する優

れた取り組みを広く公表するとともに、そのより一層の普及拡大を通じて、持

続可能な社会の実現に寄与することを目的として創設されたものです。

 本年度の募集要項は以下のとおりです。

〈表彰について〉

● 賞の種類：エコマークアワード　金賞、銀賞、銅賞 [公募]

プロダクト・オブ・ザ・イヤー [エコマーク認定商品の中から選考]

● 選考～表彰の流れ：一次審査（書類審査）、本審査（プレゼンテーション、2016 年12 月2 日実施）を経て

受賞者を決定します。表彰式は 2017年 2月 27 日（月）に行う予定です。

〈募集について〉

● 募集対象：エコマーク認定商品保有企業またはエコマーク商品等の普及に貢献している企業・団体

（なお、プロダクト・オブ・ザ・イヤーは募集の対象となりません。2015 年度、2016年度に

認定されたエコマーク認定商品の中から、選考委員会が決定します。）

● 募集期間：2016年 8月 15 日（月）～10 月14 日（金）
 

◆詳細はエコマーク事務局ホームページ（https : // www.ecomark. jp/award/2016/）をご覧ください。たくさんの

　ご応募をお待ちしております。
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認定基準の制定

　 以下の認定基準が制定されま し たので、 お知らせいた し ます。

■ Ｎｏ.１１９ 「パーソナルコ ンピュータ Ｖｅｒｓｉｏｎ３」 （Ｖｅｒｓｉｏｎ２ 基準見直しによる新基準制定）

　 省エネ性能の向上や、 モバイル化やタブレ ッ ト 端末

な ど の著 し い普及を踏ま えて基準の全面見直 し を行

い、 Ｖｅｒｓｉｏｎ３ と し て制定し ま し た。 適用範囲につい

ては、 グ リ ーン購入法や省エネ法 と 整合を図っ たほ

か、 エネルギース タープロ グ ラ ムで対象 と し ている タ

ブレ ッ ト 端末も新たに対象と し ています。

　 上記のＮｏ.１１９、 Ｎｏ.１５９認定基準は、 制定から ３年後に満た さ なければな ら ない将来基準 （基準値等の引き上げ）

を予め設定し てお り 、 一度認定を取得し た商品であって も、 ３ 年後に後継機種等の追加申請を行 う 場合には、 さ ら

に高い環境性能が求められます。 また、 近年、 世界的にも注目されているサステナビ リ テ ィ に関する観点について

も評価範囲に加えています。

◆認定基準は （ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ/） をご覧 く ださ い。

類型番号 商品類型名 制定日 有効期限

１１９ パーソナルコ ンピ ュータ Ｖｅｒｓｉｏｎ３

２０１６ 年 ９ 月 １６ 日

２０２３ 年 ９ 月 ３０ 日

１５９ サーバ類 Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０２３ 年 ９ 月 ３０ 日

１４０
詰め替え容器 ・ 省資源型の容器 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１０

分類Ｆ．植物由来プラ スチッ ク を使用し たＰＥＴボ ト ル （容器）
２０２２ 年 ６ 月 ３０ 日

認定基準の改定

　 以下の認定基準の部分的な改定を行いま し たので、 お知らせいた し ます。 （Ｖｅｒｓｉｏｎ の Ｎｏ.は改定前のもの）

◆改定点の詳細については （ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｄｅｌｉｂｅｒａｔｉｏｎ_ｄａｔａ/） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 改定のポイント 改定日

１５５
複写機 ・ プ リ ン タ などの画像機器

Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１

グ リ ーン購入法で対象 と し ている 「 リ ユースに配

慮し た複写機等」 を適用範囲に追加
２０１６ 年 ７ 月 １ 日

■ Ｎｏ.１５９ 「サーバ類 Ｖｅｒｓｉｏｎ１」 （新基準制定）

　 これまでエコマーク の対象と なっていなかったサー

バ類について、 新たに認定基準を制定 し ま し た。 グ

リ ーン購入法 「電子計算機」 で対象 と し ている 「サー

バ型電子計算機」 の う ち、 オフ ィ ス等で使用される小

型タ ワーサーバを対象と し ています。

■ Ｎｏ.１４０ 「詰め替え容器 ・ 省資源型の容器 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１０」 （適用範囲の拡大）

－分類 Ｆ. 植物由来プラ スチ ッ ク を使用し た ＰＥＴ ボ ト

ル （容器）

　 植物由来プラ スチッ ク を原料の一部に使用し た ＰＥＴ

ボ ト ルは飲料 メ ーカーによ る採用が進んでお り 、 消費

者の関心も高ま り つつあ り ます。 こ う し た市場動向を

踏まえ、 容器包装の適用範囲を拡大し、 本分類を追加

制定し ま し た。
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新 認定商品のご紹介

すべての直営ホテルでエコマーク認定を取得――帝国ホテル

　 旅行やビジネスの宿泊、 各種イベン ト などに使用さ

れる ホテルや旅館においては、 サービ スの質の向上に

加え環境への配慮が重要なテーマ と なってお り 、 環境

に対する利用者の認識や行動を促すと い う 観点から も

取 り 組みの充実が期待されています。

　 開業以来 １２０ 余年にわた る歴史を も つ帝国ホテル

は、 こ れま で全社的に進めて き た環境活動が評価 さ

れ、 エコマーク商品類型 Ｎｏ.５０３ 「ホテル ・ 旅館 Ｖｅｒ-

ｓｉｏｎ１」 において、 すべての直営ホテルで認定を取得

し ま し た （認定番号 １６ ５０３ ００１～００４）。

■広範な環境活動を推進

　 帝国ホテルでは環境活動の基本方針において、 快適

性、 安全性、 利便性の提供と同時に環境への配慮に努

める と の考え方を明記し てお り 、 活動分野別にチーム

を組織し継続的な取 り 組みを推進し ています。

　 資源・ エネルギーの消費削減に向けては、 ＬＥＤ電球

の共同開発や館内照明への導入促進、 空調設備の運転

コ ン ト ロール、 従業員のパソ コ ンの省エネ設定などの

取 り 組みを進めています。 また、 客室のバスルームで

使用された水道水をホテル内でろ過 ・ 殺菌し、 従業員

用の ト イ レの洗浄水と し て再利用し ています。

　 廃棄物削減や資源循環の推進においては、 レ ス ト ラ

ンや宴会場で発生する食物の残 り を肥料に再生する取

り 組みを進めてお り 、 さ ら に、 再生肥料を使って栽培

された野菜や米を購入し、 メ ニューの一部に使用し て

います。 また、 ス リ ッパ、 歯ブラ シなど客室で使用さ

れたア メ ニテ ィ の分別回収 ・ リ サイ クルに取 り 組んで

います。

　 同社では環境に配慮し た商品の購入 ・ 利用にも力を

入れてお り 、 紙の リ サイ クル活動への参加と再生紙を

使用し た衛生紙等の購入、 リ サイ クルタ イルカーペッ

ト の導入な ど、 幅広い分野で取 り 組みを行っ てい ま

す。 このほか、 太陽光発電設備を組み合わせた屋上緑

化、 グ リ ーン電力の購入、 宿泊客の要望に基づ く リ ネ

ン不交換の対応など、 多様な活動を展開し ています。

　 さ らに、 社内環境ポス ターの掲示、 社内報を通じ た

情報共有、 社内環境ツアーやワーク シ ョ ッ プなど を組

み込んだ社内環境セ ミ ナーの開催などによ り 、 従業員

の環境意識の向上と行動の促進に結びつけています。

■ ４ つのホテルが認定基準を ク リ ア

　 帝国ホテルでは、 これまでの継続的かつ包括的な環

境活動を踏ま えエコ マーク認定に取 り 組み、 ２０１６ 年

６ 月に直営ホテルであ る帝国ホテル東京、 帝国ホテル

大阪、 上高地帝国ホテル、 ザ ・ ク レ ス ト ホテル柏のす

べてにおいて認定を取得し ま し た。

　 審査にあたっては、環境面における運営・管理体制、

環境負荷低減に向けた取 り 組み、 環境コ ミ ュニケーシ

ョ ンなど ２５ 項目におよぶ厳しい審査基準を ク リ アす

る と と もに、 客室から出たごみの分別徹底、 環境活動

の普及啓発に向けた情報発信、 組織全体で環境活動を

推進し ている点などが評価されま し た。

　 同社では、 「社会と と もに」 「お客様と と もに」 「従業

員と と もに」 の３つの視点で環境活動を推進しており、

今回のエコマーク認定取得を受け、 事業活動に伴 う 環

境負荷の低減に一層努める と と もに、 利用客などへの

情報発信や地域社会と の連携を通じ て環境活動の広が

り に貢献し てい く 考えです。社内環境ツアーの様子

帝国ホテル東京本館

の太陽光発電施設を

組み合わせた屋上緑

化 （既存の高層建築

物と して最初の事例）
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お知らせ

「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ ×エコマーク」 コ ラボレーシ ョ ンロゴのご案内

　 エ コ マー ク 事務局は、 環境省が推進する 「ＣＯＯＬ　

ＣＨＯＩＣＥ」 に賛同し ています。 その取 り 組みの一環

と し て、 エコマーク使用契約企業のみが使用でき るオ

リ ジナルの 「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ ×エコマーク」 コ ラ ボ

レーシ ョ ン ロ ゴの提供を開始し ま し た。 詳し く は、 エ

コマーク事務局ウ ェブサ イ ト 「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ ×エ

コマーク」 コ ラ ボレーシ ョ ン ロ ゴ案内ページ （ｈｔｔｐｓ:

//ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｉｎｆｏ/ｎｅｗ/ｃｏｏｌ_ｃｈｏｉｃｅ.ｈｔｍｌ） に

てご確認 く だ

さい。

トピックス

環境イベン ト に参加しました

■ ６月４日、５日 エコ ライフ ・ フ ェア ２０１６ （環境省）

　 毎年、 環境月間の 初の週末に開催される環境イベ

ン ト 「エコ ラ イ フ ・ フ ェ ア」 に、 本年度も出展し ま し

た。 生活シーンで身近なエコマーク商品やパネルを展

示し、多く の来場者にエコマーク をアピールし ま した。

■ ７月９ 日、１０日 大館市エ コ フ ェ ア

（秋田県大館市）

　 ハチ公の生まれ故郷であ る大館市でのイベン ト に参

加し ま した。地元産秋田杉を使用した樹海ドームにて、

地域で活動する環境団体や企業展示の一環と し て、 エ

コマーク のアピールを行いま した。今回で １０ 回を迎え

た本イベン ト には、 多 く の地域の方が集いま し た。

「大館市エコフェア」 のエコマークブース

各地で開催される環境イベン ト への出展予定

・ １０ 月 ２２ 日（土）、 ２３ 日（日） 「環境フ ェ ステ ィ バル

ふ く おか ２０１６」 （環境省九州地方環境事務所福岡事

務所ブースへの共同出展） ： 福岡市役所西側ふれあ

い広場 （福岡県福岡市）

・１１月１２日（土） 「なかのエコ フ ェ ア ２０１６」 ： 中野区

役所 正面玄関前広場 （東京都中野区）

エコプロ ２０１６ に出展します

エコマーク は、 1２月８日（木）～１０日（土） に東京ビ

ッ グサ イ ト で開催される 「エ コプロ ２０１６」 に出展し

ます。 展示等についての詳細が決ま り 次第、 エコマー

ク事務局ウ ェブサイ ト および メ ールマガジンにてご案

内いた し ます。  


